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                              30 回記念まつり特集号 
第 30 回記念事業として開催された高勢まつりは地域性を象徴した、スローガン『楽しい高勢・

やさしい高勢・住みよい高勢』のとおり、若い世代に伝え引き継ぎつつも、記憶に残る高勢まつ

りとなりました。 
実行委員の皆さんには資材運搬から会場の準備等に、また、各集落女性の方々には屋台の仕込

みにお世話になりました。昭和 55 年に開催されて以来、毎年継続し 30 年の節目を迎えられま

した事は、ひとえに地域住民の熱意と努力の賜物と改めて感じています。 
広場では、人気一番のやきそば、食堂では、カレーやおでんなど安くて美味しい料理と地元の

山菜料理のもてなしに満足そうでした。130 人を越す参加者全員が午前中の屋台を満喫しまし

た。 
午後の芸能祭をはじめ、会場に展示された素晴らしい展示作品等、地域住民が一体となり協力

した結果が盛大なまつりに結びついたと感じています。 
 
小椋会長の開会宣言です    司会は演歌チャンピオン吉村節さん まつり定番のさくら音頭 
 
 
 
 
 

 
 
 

元気いっぱいの保育園児の踊りと嬉しい参加賞の受取りです    観客の皆さんも“ウキウキ”と 
 
 
 
 
 
 

 
小河内ガールズと園児の筋肉体操：リズムにのって楽しそう     元気いっぱい小河内子ども会 
 
 
 
 
 

 

 
 



手作りの銭太鼓で実光集落の平成音頭：小椋会長堂々と？    エプロン姿であすなろグループ 
 

 

 

 
 
 
 
 
てんとう虫のサンバは幸の会  飛び入りの演技で大喝采   小河内熟女の大阪音頭でウットリ 
                             
                             
 
 
 
 
 
 

園児と保護者に風船遊びの指導をされる小椋会長も楽しそうですね  福田集落迷コンビの二人です 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 

名曲演奏のとんがり倶楽部バンドの皆さん 三朝音頭の踊りで閉め 

 
 
 
 

 

小河内･笏賀 

下谷代表の 

歌声に会場の

皆さんも聞き

惚れていまし

た 



資材運搬しパネル･机等で舞台及び展示会場の設定に実行委員の皆さんは夜遅くまでお世話になり

ました。また、まつり終了後は直ちに返却の大仕事です。 
 
 
 
 
 
 
作品展会場では作品を見ては「すごいね！」と久々に会った人との会話の場となりました。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本日限り 
全１００円 
カレー 
うどん 

焼きそば 
おでん 

 

記念まつりの喫茶コ－ナ－では、おし

ゃべりの会で友を呼び 

前日のバザー準備で女性ボランティアの方々のお陰

で運営ができ、100 円均一のメニュ－で盛り上がる 
食堂です。 

～ 4 月 行 事 の お 知 ら せ～ 

4 月 2 日（木）午後 7:30～生活環境部会：危険箇所調査及び春の花苗配布の件 
4 月 13 日（月）午後 3:30～三朝町区長会 新年度の行政からの連絡等 


